私はバラバで
マタイの福音書 27:15-26
群衆がイエスではなくバラバを釈放するよう求めたとき（マタイの福音書 27:15-26）、彼らは罪のない神の御子よりも、知られていた反乱者であり殺人者である者を選びました。これは福音の物語における衝撃的な瞬間であり、非合理的で不正に思われます。しかし、その瞬間に、より深いことが起こっています。それは、まさに福音の核心を指し示すものです。
バラバ――その名はアラム語で「父の子」を意味します――は有罪でした。彼の手は反逆と血で汚れていました。イエスは無実で、純粋で、何の過ちもありませんでした。それでも、有罪の男は自由の身となり、無実の男が彼の代わりに十字架につきました。これは単なる歴史的出来事ではなく、神学的な肖像です。バラバは私たち一人ひとりなのです。
福音は、「神は、罪を知らない方を私たちのために罪とされました。それは、私たちがこの方にあって神の義となるためです」と宣言しています（コリント人への手紙Ⅱ 5:21）。イエスは、バラバの代わりに死なれただけでなく、裁きを受けるに値したすべての罪人の身代わりとして死なれました。主の死は身代わりの死でした――主は、私たちが当然受けるべき罰を負われたのです。バラバは、その身代わりによって文字どおり、目に見える形で益を受けた最初の人でした。
バラバが自由になるのを見るとき、私は自分自身を見ます。私は反逆者です。私は律法を破る者です。私は、罪に定められるべきだった者です。それでも、神の恵みによって、イエスが私の身代わりとなってくださいました。私は自由になります――私が無罪だからではなく、イエスが無罪だったからです。
この物語は、独善に対する警告です。宗教指導者たちは、イエスを罪に定めることによって律法を擁護していると思っていましたが、実際には、いのちのまさに源を拒んだのです。またこれは、バラバの中に自分自身を認め、感謝と謙遜と信仰をもって応答するようにとの招きでもあります。
そうです、私はバラバです。そしてキリストにあって、私は赦され、解放され、新しい名、すなわち父の真の子どもも与えられています。
